基本作業－41B　ハンドル表示札の有効性の確認
身の周りにある　　注意札　　について安全人間工学的に見直す。

[例]
ある操作バルブに　　開閉注意　　という札がかかっている。

あなたは何にどんな注意をしますか。

（解例）
まず　[情報]　―　判断　―　行動　―　（フィードバック）のループを考えてください。
[情報]として

外観上得られる　　　配管の形状、関連配管との関係、上流／下流の関係、上流側／下流側の内部条件、開閉の影響を知る手段の有無等


判断　として

　情報、経験との　　流体の性状及び特性、流量の可変範囲、操作により変化する程度、操作に　　照合　　　　より影響を受ける範囲、フィードバック手段の現在値との照合判断等
行動　として　　　　実際にバルブを操作するとき、その影響をどのようにフィードバックするか。
　具体的には、

　　　下流側が開放系なら[情報]及び　判断　として

　　　・内部流体は高温か、高圧力、毒性の有無、凝固閉塞性か、スラッジ閉塞性か、凍結閉塞性か。

　　　・放出先はどうあるべきか、保護具は何が必要か、操作上の注意点としてどんな危険を予測して対応したらよいか。


　　　上／下流とも閉鎖的なら[情報]及び　判断　として

　　　・開ける場合

　　　　上／下流の状態変化をどうやって知るか（圧力計や流量計）

　　　　その変化速度はどうやって感知し、どうフィードバックするか。

　　　　その許容範囲を守るのにどういう情報回路が必要か、等

　　　・閉める場合

　　　　閉めることにより得に下流側の影響する範囲はどうか。
　　　　閉める速度はどうあるべきか。

　　　・開閉によりそれに付随する操作は何か、等。

　

作業ミスの中で目立つのは、本来、流量計または圧力計が必要な箇所にこれがないために、憶測判断で操作した。または本来、図面や申し送りで全体を把握して判断すべきところ省略して行動した。前者は情報源の設置というハードウェアの改善が必要であり、後者は作業のやり方というソフトウェアの改善が必要となります。





































































